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各ソフトウェアとのデータ連携・連動

P23 P30P５

P37
作業ツリー・山積みデータの連携

機械・資材の使用計画を作成 山積みデータの連携

山積み情報
積算情報の山積み情報を確認

P18 P24P６
測点の割り当て 施工管理計画の摘要欄に取り込み測点を作成し、割り当て

測点

P26P13
施工方法の作成施工方法を登録

施工方法

P25 P28P12
施工全体フローの作成 計画工程表の作成施工順序を登録

施工順序

P31P14
変更契約から変更工程表の作成設計変更・変更契約を登録

設計変更・変更契約

P２

P22
工事概要を作成

P20
写真の分類フォルダーを作成

P34
座標に工種を設定

P17
設計書データのツリー表示

P28
設計書データの取り込み

P36
設計書データの取り込み

積算情報を取り込み、設計書
データを登録

積算情報

P24

P24

P17連動

P24

P８

P９

P10
写真管理計画の作成

出来形管理計画の作成

工種データの連動

品質管理計画の作成

撮影箇所・写真管理基準を登録
写真管理基準

品質管理基準を登録
品質管理基準

出来形管理基準を登録
出来形管理基準

設計書管理は、積算情報を取り込み、作業の付加情報として山積み（労務・機械・資材等）や測点、施工管理基準（出
来形・品質・写真）、施工順序、施工方法などを「デキスパート基本部」内で管理する機能です。ここで登録した情
報を各ソフトウェアで利用することで、作業の効率化に繋がります。

設計書管理について

設計書管理機能マップ



Lesson

2

取り込み可能なファイル形式は、KSDX
ファイル、CKD ファイル、CKD2 ファ
イルです。

全国設備業 IT 推進会の見積標準フォー
マット「ITES」を取り込む場合は、「積
算情報取込」→「積算情報取込（電気・
設備」を実行してください。

ダ

ブルクリッ

ク

カチッ！

カチッ！

2

取り込み可能なファイル

ITES の取り込みについて

3
4

1

5

6

01 積算情報ファイルからデータを取り込みます。

積算情報を取り込む

01 設計書管理を起動し、積算情報ファイルを取り込みます。　

１ 工事一覧から、設計書データを管理する工事を

選択し、［設計書管理］をクリックします。
２ 設計書管理画面が表示されます。

［積算情報取込］→［積算情報取込（土木）］

をクリックします。

3 積算情報ファイルを選択します。
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設計書管理は、各ソフトウェアにある [ 設計
書管理起動 ] からも起動することができま
す。
起動時に、デキスパート基本部に戻る必要は
ありません。

6
工事区分・
工種等の

項目を設定

8

「設計書管理」の起動について

5 積算情報が取り込まれます。

4 取り込むデータを選択します。

7
マークが

取り込む
項目です。

設計書管理
起動
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■「設計書」欄
積算情報ファイルから取り込んだ内容が作業とし
て表示されます。また、直接入力もできます。各
作業名には以下のアイコンが表示されます。

■「付加情報」欄
山積み、測点、出来形・品質・写真の管理基準、
施工順序、施工方法、設計表示数位を登録しま
す。付加情報が登録されている作業名には　   が
表示されます。
※施工順序では、番号が表示されます。

［メニュー］ボタン→［表示設定］→ [ 設計書 ]、
または [ 付加情報 ] をクリックします。

1

画面構成について

表示項目を変更するには

　　　取り込んだ積算データは「設計書データ」として、以下のソフトで活用できます。

32

工事区分 工種 種別

細別 フォルダー

作業名や規格・数量などを、工事概要の作成時
に活用できます。

作業名を写真の分類フォルダーとして活
用できます。

施工計画書作成支援システム 写管屋P22

出来形管理システム を起動すると、作業名（工
事区分・工種・種別・細別）がツリー表示されます。

出来形管理システム P17

登録した座標に作業名等を割り振ること
ができます。

XYH 座標入力 P34

P20

「設計書」欄 「付加情報」欄

登録した作業を取り込むことができます。

工程管理システム P28

作業名を作業ツリーとして活用できます。

安全管理サイガード P36
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労務・機械・資材・その他 の表示 / 非表示を切り替えます。
　
■選択作業のみ　選択している作業の山積み情報を表示します。
		   複数選択している場合は、合計の数量が表示されます。
■下階層も含む　選択している作業とその下階層の作業の山積み情報をまとめて表示します。
		   同名の種類・名称・規格・単位の項目がある場合は、合計の数量が表示されます。

項目（タイトル）をクリックし昇順・降順で並び替えます。
並び替えを解除したい場合は［並べ替えを解除］をクリックします。

1

1 2
3

　　　山積み情報は、以下のソフトで活用できます。

Lesson

02 積算情報ファイルから取り込まれた、山積み情報（労務・機械・資材等）を

確認します。

山積み情報を確認する

01 山積み情報を確認します。　

１ ［山積み］タブをクリックします。

山積み画面について

1

2

3

主要機材・指定機械・主要資材のデータとして、
使用計画等の作成時に活用できます。

機械や労務の山積みとして活用できます。

施工計画書作成支援システム 工程管理システムP23 P30

作業手順書の作成時に、機械や資材の山積みとして活用できます。

安全管理サイガード P37



6

［追加］または［挿入］をクリックします。挿入す
る場合は、挿入したい位置の下の測点を選択し、［挿
入］をクリックします。

1
2

5

2

　　　登録した測点は、以下のソフトで活用できます。

測点を追加・挿入したい場合
4 開始・終了

測点名を
入力

3
測点名
形式等
を設定

1

Lesson

03 測点を作成し、作業ごとに割り当てます。

測点の作成と割り当てをする　

01 測点を一括で作成します。

1 施工管理を行う作業を選択し、管理する測点の「割当」欄にチェックを付けます。
チェックを付けた工種名に　   が表示されます。

１ ［測点］タブ →［一括作成］をクリックします。 ２ 測点一括作成画面が表示されます。
各項目を設定します。

02 作業ごとに、管理する測点を割り当てます。

割り当てた測点を、出来形管理の測点
として活用できます。

出来形管理システム P18
施工管理計画の摘要欄に測点を貼り付けます。

施工計画書作成支援システム P24 
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［表示タイプ選択］をクリックします。
施工管理基準のタイプを［土木タイプ］ ［農林タイプ］ 

［港湾タイプ］から選択します。
選択したタイプにより、付加情報の出来形・品質・
写真タブに表示される内容が切り替わります。　

マスター名称欄に仕様書が何も表示されない場
合は、インターネット回線へ接続して標準（ク
ラウド）のマスターを参照してください。また
は設計書管理を終了し、保守会員様専用サイト
から施工管理基準マスターをインストールして、

［仕様書選択］を実行してください。標準（クラ
ウド）のマスターを参照する場合は、施工管理
基準マスター一覧画面で分類チェックボックス
の [ 標準（クラウド）] にチェックを付けてくだ
さい。

1

1

3 仕様書が表示されない場合は

「出来形管理システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

Lesson

04 施工管理基準マスターから土木工事共通仕様書を選択します。

仕様書を選択する

01 施工管理基準マスターから土木共通仕様書を選択します。

１ ［仕様書選択］をクリックします。　

施工管理基準の表示タイプについて

2 施工管理基準マスター一覧から、提出先の仕様書を参照します。

提出先の
仕様書を

選択
2
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照 合 す る 作 業 を 選 択 し、
［照合］をクリックします。

照 合 す る 作 業 を 選 択 し、
［手動］をクリックします。

2

3

4

5

1

　　　登録した出来形管理基準は、以下のソフトで活用できます。

作業を選択して照合する場合 手動で登録する場合

「出来形管理システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

照合レベルと
並び順を設定

できます。

Lesson

05 作業ごとに、土木工事共通仕様書に規定されている出来形管理基準を登録します。

複数の作業を一括で土木工事共通仕様書と照合できます。

出来形管理基準を登録する

01 出来形管理基準を一括照合し、登録します。

        を繰り返し、すべての作業に出来形管理基準を登録します。

１ [ 出来形 ] タブ→ [ 一括照合 ] →
[ 細別を全て照合する ] をクリックします。

２ 仕様書との照合結果が表示されます。該当する
項目にチェックを付け、［確定］をクリックします。

※［関連する写真管理基準を登録する］にチェックを付けると、
［写真］タブ→［出来形管理写真］タブにも登録されます。
（表示タイプが「土木タイプ」の場合）

2

出来形管理基準が自動連動します。 出来形管理基準の作成時に活用できます。

出来形管理システム P17 P24施工計画書作成支援システム

3 次の細別の照合を行います。
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照合する作業を選択
し、［照合］をクリッ
クします。

照合する作業を選択
し、［手動］をクリッ
クします。

2

3

1 4

5

並び順を設定
できます。

　　　登録した品質管理基準は、以下のソフトで活用できます。

作業を選択して照合する場合 手動で登録する場合

「出来形管理システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

Lesson

06 作業ごとに、土木工事共通仕様書に規定されている品質管理基準を登録します。

複数の作業を一括で土木工事共通仕様書と照合できます。

品質管理基準を登録する

01 品質管理基準を一括照合し、登録します。

１ [ 品質 ] タブ→ [ 一括照合 ] →
[ 細別を全て照合する ] をクリックします。

２

※［関連する写真管理基準を登録する］にチェックを付けると、
［写真］タブ→［品質管理写真］タブにも登録されます。
（表示タイプが「土木タイプ」の場合）

品質管理基準の作成時に活用できます。

施工計画書作成支援システム P24

仕様書との照合結果が表示されます。該当する
項目にチェックを付け、［確定］をクリックします。

        を繰り返し、すべての作業に品質管理基準を登録します。2
3 次の細別の照合を行います。
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3
1

3

4

1

5
2

「出来形管理システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

4 チェック

出来形管理写真
または

品質管理写真
をクリック

2

Lesson

07 作業ごとに、撮影箇所と土木工事共通仕様書に規定されている写真管理基準を登

録します。複数の作業を一括で土木工事共通仕様書と照合できます。

撮影箇所・写真管理基準を登録する

02 写真管理基準を一括照合し、登録します。　

１ ［写真］タブ →［出来形管理写真］タブまたは、
［品質管理写真］タブをクリックします。

2 ［一括照合］をクリックします。
［細別を全て照合する］をクリックします。

01 撮影箇所を登録します。　

１ ［写真］タブ →［撮影箇所一覧］タブ→［手動］
をクリックします。

２ 該当する項目にチェックを付け、［決定］を
クリックします。

※撮影箇所の登録は、表示タイプが「土木タイプ」の場合のみの操作です。　
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出来形管理基準、品質管理基準の登録で、
[ 関連する写真管理基準を登録する ] に
チェックを付けた場合は、すでに写真管
理基準が登録されています。
詳しくは P.8 ～ P.9 をご参照ください。

5 照合レベルと
並び順を設定

できます。

　　　登録した写真管理基準は、以下のソフトで活用できます。

手動で登録する場合

6

写真管理基準の作成時に活用できます。

P24施工計画書作成支援システム

3 仕様書との照合結果が表示されます。該当する
項目にチェックを付け、［確定］をクリックします。

        を繰り返し、すべての作業に写真管理基準を登録します。3
4 次の細別の照合を行います。
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並 び 替 え た い 作
業 名 を 選 択 し、

［上へ移動］また
は［下へ移動］を
クリックします。

2
1

4

　　　登録した施工順序は、以下のソフトで活用できます。

　

3
施工順に
作業名を
クリック

順序を移動
したい場合

Lesson

08  作業の施工順を登録します。

施工順序を登録する

01 施工順序を登録します。

１ ［施工順序］タブ→［登録］をクリックします。

２ 施工する順序で作業を選択し、[ 確定 ] をクリックします。

施工全体フローとして、施工方法作成時に活用
できます。

計画工程表作成時に活用できます。

施工計画書作成支援システム 工程管理システムP25 P28

3 選択した作業順に、施工順序が登録されます。
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照合する作業を選択し、［照合］をクリッ
クします。

照合する作業を選択し、［手動］をクリッ
クします。

3

2
1

　　　登録した施工方法は、以下のソフトで活用できます。

「施工計画書作成支援システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

5

作業を選択して照合する場合 手動で登録する場合

4
該当する

施工方法を
選択

Lesson

09 作業ごとに、施工方法マスターから施工方法を登録します。

複数の作業を一括で施工方法マスターと照合できます。

施工方法を登録する

01 施工方法を一括照合し、登録します。

１ ［施工方法］タブ→［一括照合］→
［細別を全て照合する］をクリックします。

２ 照合結果画面が表示されます。該当する施工方
法にチェックを付け、[ 確定 ] をクリックします。

施工方法作成時に活用できます。

P26施工計画書作成支援システム

        を繰り返し、すべての作業に施工方法を登録します。2
3 次の細別の照合を行います。
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1

1
2 変更契約日・

工期を設定

3

Lesson

10 設計変更や契約変更を登録し、変更の積算情報ファイルを取り込みます。

設計変更・変更契約を登録する

01 ここでは変更契約を登録します。

１ [ 変更契約 ] をクリックします。 ２ 変更契約画面が表示されます。
変更契約日、工期を設定します。

02 変更契約の積算情報ファイルを取り込みます。

１ ［積算情報取込］をクリックします。

3 [ 第 1 回変更 ] タブが追加され、当初の設計数量が表示されます。
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2

6

4
工事区分・
工種等の

項目を設定

8

　　　登録した変更は「変更履歴」として、以下のソフトで活用できます。

7 チェック

3

２ 積算情報ファイルを選択します。

5

3 取り込むデータを選択します。

4 変更点がある作業が表示されます。設計書に反映させ
る項目にチェックを付けます。

積算情報が取り込まれます。変更のあっ
た設計数量は、赤字で表示されます。

変更工程表作成に活用できます。

P31工程管理システム

5
マークが

取り込む
項目です。



出来形管理システム
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設計書管理と連動している工種を削除すると、設
計書管理側でも出来形管理基準が削除されます。

出来形管理システムで削除した工種は「ごみ箱」
に移動しますが、「ごみ箱」から元に戻しても連動
は元に戻りませんのでご注意ください。

ツリーを非表示にする場合は、設計書の
［非表示］を選択します。

ツリーを非表示にするには

2

「出来形管理システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

　　連動している工種を削除すると・・・

Lesson

01 「出来形管理システム」を起動し、提出先を選択します。

11 設計書管理で登録した出来形管理基準が、「出来形管理システム」の工種デー

タとしてデータ連動します。

［ 出来形管理システム ］

工種データの連動

02 工種一覧画面に、設計書管理で登録した工種が表示されます。

１ 管理する工種を追加する場合は、ツリーで作業を選択し、[ 工種作成 ] をクリックします。
作成した工種は設計書管理と連動します。

作業名の右に
連動している
工種数が表示

されます

1

ツリーには
設計書管理で

登録した作業が
表示されます。
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「出来形管理システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

Lesson

12 設計書管理で作業に割り当てた測点は、「出来形管理システム」でデータ入力

時の測点として連携します。

測点の割り当て
［ 出来形管理システム ］

01 「出来形管理システム」を起動し、データ入力画面を表示します。

02 測点が作成されていることを確認します。

１ 設計書管理で作業に割り当てた測点が、データ入力画面に表示されます。



写管屋
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Lesson

「写管屋」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

1

10

2

56
7

4
3

13 設計書管理の設計書データを利用して、写真の分類フォルダーを作成します。

写真の分類フォルダーを作成する

※初回のみ、自動で表示されます。

※出来形管理基準を登録した設計書データを取り込むと、
出来形連動した状態で取り込まれます。詳しい手順につ
いては「写管屋 ヘルプ」をご参照ください。

［ 写管屋 ］

01
02

「写管屋」のデータベースを起動し、基準（案）を選択します。

写真の分類フォルダーを作成します。

１ 2

3 4

分類ツリーの作成方法から［設計書デー
タから作成する］を選択します。

階層を絞り込み、取り込む作業名を選択します。

適用する区分、作業を選択します。 分類フォルダーが作成されます。

98

取り込む
階層を

選択

マークが
取り込む

項目です。



施工計画書作成支援システム
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Lesson

1
2

「施工計画書作成支援システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

4

7
8

9

6

5

14 設計書管理の設計書データを取り込み、工事概要の工事内容を作成します。

工事概要を作成する
［ 施工計画書作成支援システム ］

01 設計書データを取り込みます。

3貼り付け先
を選択

１ 2[ 工事概要 ] → [ 設計書データ取り込み ] を
クリックします。

データの貼り付け先を設定します。ここで
は［新規シートに貼り付け］を選択します。

取り込む
階層を

選択

4 工事内容 が別シートに追加さ
れます。

3 取り込むデータを選択します。

マークが
取り込む

項目です。
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2
1

「施工計画書作成支援システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

4

7

9

5

Lesson
［ 施工計画書作成支援システム ］

１

3 4

[ 主要機械・指定機械 ] → [ 設計書データ取り
込み ] をクリックします。

取り込むデータを選択します。 主要機械が別シートに追加され
ます。

01 ここでは主要機械・指定機械の使用計画を作成します。

15 設計書管理で登録した山積みデータを取り込み、主要機械・指定機械、主要資

材の使用計画等を作成します。

機械・資材の使用計画を作成する

3貼り付け先
を選択

2 データの貼り付け先を設定します。ここで
は［新規シートに貼り付け］を選択します。

6
取り込む

階層を
選択

8
マークが

取り込む
項目です。
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1
2

4

3

設計書管理で測点を割り当てている場合、追加されたシートの摘要欄に測点が貼り付けられます。
※測点の貼り付け先は、選択している仕様書によって異なります。

設計書管理で割り当てた測点について

「施工計画書作成支援システム」「出来形管理システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

Lesson

16 設計書管理で登録した出来形・品質・写真管理基準から、施工管理計画を作成

します。

施工管理計画を作成する
［ 施工計画書作成支援システム ］

01 施工管理計画を作成します。ここでは出来形管理基準を作成します。

１

2 3

［施工管理計画］→［出来形管理基準］をクリックします。

設計書管理で登録した出来形管理基準が表

示されるので、［貼り付け］をクリックします。

出来形管理基準が別シートに追加されます。
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1
2

4

3

「施工計画書作成支援システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

Lesson
［ 施工計画書作成支援システム ］

2 3

１

［施工全体フロー作成］をクリックします。 設計書管理で登録した施工順序で、

施工全体フローが別シートに追加されます。

［施工方法］→［施工方法］をクリックします。

01 施工全体フローを作成します。

17 設計書管理で登録した施工順序を取り込み、施工方法の施工全体フローを作成

します。施工全体フローを作成することで、工事全体の流れが把握できます。

施工全体フローを作成する
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4

1
2

3

「施工計画書作成支援システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

設計書管理で施工順序を登録している場合は、施工順序の順番でシートが追加されます。

追加されるシートについて

Lesson

18 設計書管理で登録した施工方法を取り込み、施工方法を作成します。

施工方法を作成する
［ 施工計画書作成支援システム ］

01 施工方法を貼り付けます。

１

2 3

［施工方法］→［施工方法］をクリックします。

設計書管理で登録した施工方法が表示され
るので、［貼り付け］をクリックします。

施工方法が別シートに追加されます。



工程管理システム
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Lesson

1

3
2

「工程管理システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

5

89

10

7
6

19 設計書管理で登録した施工順序を取り込み、計画工程表を作成します。

施工順序でバーが引かれるので、かんたんに計画工程表の作成が可能です。

計画工程表を作成する　
［ 工程管理システム ］

01 「工程管理システム」を起動し、設計書データを取り込みます。　　　

１ 2

3

メニューから［設計書管理］→［設計書
データ取り込み］をクリックします。

工期・休日・帳票を設定します。

作業選択画面で、取り込む階層、工種を選択します。

4 設定

取り込む
階層を

選択

マークが
取り込む

項目です。
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13

12

5

6

4

情報メッセージが表示されるので、［はい］をクリックします。

設計書管理で登録した施工順序でバーが引かれます。

日進量を入力する場合は、「日進量」欄に入力します。

ツリーには
設計書管理で

登録した作業が
表示されます。

入力11
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「工程管理システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

Lesson

20 設計書管理で登録した山積みデータが、「工程管理システム」の山積みとして

データ連携します。

山積みデータの連携
［ 工程管理システム ］

01 「工程管理システム」を起動し、山積み画面を表示します。

１ 設計書管理で登録した山積みデータは、山積み画面で表示されます。
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1 2

4

9

6

10

「工程管理システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

Lesson

21 設計書管理で登録した変更契約は、「工程管理システム」の変更履歴として連

携します。

変更工程表を作成する
［ 工程管理システム ］

01 「工程管理システム」を起動し、変更工程表を作成します。

１ 2

5 6

3 4

「工程管理システム」を起動すると、
情報メッセージが表示されます。

変更履歴を作成します。

計画工程の作成方法を設定します。 変更履歴の作成を完了します。

変更履歴の情報を設定します。 休止・中止期間を設定します。

3 設定

5 設定

7 選択

8 選択
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11

14
16

12

18

20

入力

7 8

9

10 11

情報メッセージが表示されるので、
設計書データと同期します。

作業選択画面で、取り込む階層・工種を選択します。

日進量を入力する場合は、「日進量」欄に入力します。

変更点が表示されます。「工程管理システム」に反
映させる項目にチェックを付けます。

変更工程表が作成できました。

13
取り込む

階層を
選択

15
マークが

取り込む
項目です。

チェック19

17



ＸＹＨ座標入力
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Lesson

2

1

3

22 設計書管理で登録した作業を、座標に工種として登録できます。

座標に工種を設定する
［ XYH 座標入力 ］

01 「XYH 座標入力」を起動し、座標に工種を登録します。

１

2

工種欄の　　をクリックすると、設計書内容選択画面が表示されます。
ツリーより工種を選択します。

座標情報に工種が登録されました。



安全管理サイガード
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Lesson

1

2

23 設計書管理で登録した設計書データを取り込み、工事内容を作成します。

工事内容を作成する
［ 安全管理サイガード ］

01 「安全管理サイガード」を起動し、設計書データを取り込みます。

１

2

［工事内容］→［設計書データ取り込み］をクリックします。

取り込むデータを選択します。

「安全管理サイガード」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

3
6

7

5

4
取り込む

階層を
選択

マークが
取り込む

項目です。
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設計書管理で
登録した山積み
データが表示さ

れます。

1

2

ツリーには
設計書管理で

登録した作業が
表示されます。

設計書管理側で工種を削除すると、安全管理サイガード側でも作業が削除されます。

　　連動している作業ツリーを削除すると・・・

Lesson

24 設計書管理で登録した作業・設計書データが、「安全管理サイガード」の作業

ツリー・山積みとしてデータ連携します。

作業ツリー・山積みデータの連携
［ 安全管理サイガード ］

01 「安全管理サイガード」を起動し、作業ツリー・山積みが表示されていること
を確認します。

１ ［作業手順書］→［資格・山積み］タブをクリックします。

「安全管理サイガード」をお持ちの場合にご利用できる機能です。
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サポートページ
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ソフトの操作に困ったら「サポートページ」をご活用ください！
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